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［ 背 景 ］  
紫 外 線 暴 露 、 ホ ル モ ン バ ラ ン ス 、 遺 伝 的 要 因 な ど の 多 因 子 が 原 因 と さ れ
る 肝 斑 は ア ジ ア 人 を 中 心 に 中 年 女 性 を 悩 ま せ る 後 天 性 色 素 性 病 変 で あ
る ( Rigopoulos D et al., 2007 ;Niepomniszcze H et al., 2001; Taylor A et al.,2008) 。 肝
斑 は 易 刺 激 性 の た め に 、 容 易 に 再 発 ま た は 悪 化 す る レ ー ザ ー 治 療 は 禁 忌
と さ れ 、 ト ラ ネ キ サ ム 酸 の 内 服 や ハ イ ド ロ キ ノ ン や ト レ チ ノ イ ン な ど の
外 用 剤 に よ り メ ラ ニ ン の 排 出 を 促 す こ と や 、 ま た メ ラ ニ ン の 産 生 を 抑 え
る 保 存 的 治 療 が 主 に 行 わ れ て い た (  Prignano F et al.,2007;, Bhawan J, 1998;  
Shin JU et al.,2013;Wu S et al., 2012)。 近 年 Q - s w i t c h e d  N d : Y A G  レ ー ザ ー を
用 い た ト ー ニ ン グ が 肝 斑 に 対 し 有 効 で あ る と 報 告 さ れ ( Jeong SY et al., 
2010;, Choi M et.al.,2010;Polnikorn N,2008) 、肝 斑 に よ る 色 素 沈 着 を よ り 早 期 に
改 善 で き る よ う に な り 、 本 邦 で も 多 く の 施 設 で 行 わ れ る よ う に な っ た 。
一 方 で 、 ト ー ニ ン グ に 伴 う 合 併 症 の ひ と つ で あ る 白 斑 は 難 治 性 で あ る と
さ れ 、 紫 外 線 画 像 を 用 い る こ と で 早 期 に 発 見 で き る こ と が 指 摘 さ れ て い
る ( Chan NP et al., 2010)。今 回 、ト ー ニ ン グ に 伴 う 白 斑 の 発 生 と 総 照 射 回 数
や 照 射 頻 度 と の 関 係 性 や 白 斑 の 早 期 発 見 に 対 す る 紫 外 線 像 の 具 体 的 な
有 効 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。  
［ 対 象 と 方 法 ］  
2 0 1 1 年 ９ 月 か ら 2 0 1 3 年 1 2 月 ま で に 少 な く と も ５ 回 以 上 の ト ー ニ ン グ
を 行 っ た 1 4 7 症 例 を 対 象 と し た 。 治 療 頻 度 に よ っ て ３ 群 （ G r o u p  A 1 :週
１ 回 毎 、 G r o u p  A 2 : 2 週 毎 、 G r o u p  B :月 １ 回 ） に 分 け 、 各 群 に お け る 白
 
 
斑 発 生 に つ い て 比 較 検 討 を 行 っ た 。 ま た 臨 床 的 に 白 斑 と 診 断 さ れ た 症 例
で は 、 臨 床 的 に 診 断 さ れ た 時 期 と 画 像 診 断 撮 影 装 置 ( V i s i a  E v o l u t i o n )の
紫 外 線 画 像 で 白 斑 と 認 識 で き る 時 期 の 違 い を 調 査 し 、 紫 外 線 画 像 の 有 効
性 つ い て も 検 討 を 行 っ た 。  
［ 結 果 ］  
全 体 の 白 斑 の 発 生 頻 度 は 1 4 3 例 中 3 例 で 2 %で あ っ た 。 各 群 の 発 生 率 は
G r o u p A 1 で は 7 5 例 中 2 例 で 4 . 0 %で あ り 、G r o u p A 2 で は 2 6 例 中 1 例 で
3 . 8 %、 G r o u p B で は 7 2 例 中 0 例 で 0 %で あ っ た 。本 検 討 に お い て は 、各
群 間 に お け る 白 斑 の 発 生 頻 度 に 統 計 学 的 な 有 意 差 は 認 め な か っ た 。 白 斑
と 診 断 さ れ た ３ 例 中 ２ 例 は 総 ト ー ニ ン グ 回 数 が 2 0 回 、 2 1 回 施 行 し た 後
に 臨 床 的 に 白 斑 と 診 断 さ れ た 。 一 方 、 紫 外 線 画 像 で は 総 ト ー ニ ン グ 回 数
が 1 2 回 、 1 3 回 施 行 し た 時 点 で 白 斑 を 確 認 す る こ と が で き た 。 残 り の １
例 は 臨 床 的 に も 紫 外 線 画 像 上 で も 、 総 ト ー ニ ン グ 回 数 が ７ 回 施 行 後 に 白
斑 と 診 断 さ れ た 。前 者 の 白 斑 2 例 は そ の 後 も 改 善 に 至 っ て い な い が 、後
者 の 白 斑 １ 例 は 数 ヶ 月 の 経 過 観 察 で 改 善 し た 。  
 
［ 考 察 ］  
今 回 の 結 果 よ り ト ー ニ ン グ に 伴 う 白 斑 に は ２ 種 類 あ る こ と が 示 唆 さ れ
た 。 複 数 回 治 療 に よ る エ ネ ル ギ ー の 蓄 積 が 原 因 で あ る と 思 わ れ る 白 斑
（ T y p e 1） と 、 単 発 の 治 療 に 伴 う 直 接 的 な 光 毒 性 が 原 因 と 思 わ れ る 白 斑
（ T y p e 2）で あ っ た 。 T y p e 1の 白 斑 で は 回 数 依 存 性 に 徐 々 に メ ラ ノ サ イ ト
が 障 害 さ れ 、 白 斑 は 徐 々 に 拡 大 す る 。 そ の た め 臨 床 的 に 診 断 さ れ る 以 前
に 、 よ り 小 さ な 白 斑 の 早 期 発 見 に 紫 外 線 画 像 が 有 効 で あ っ た 。 一 方 で 、
T y p e 2の 白 斑 で は 回 数 依 存 性 で は な い た め に 、 紫 外 線 画 像 で 早 期 発 見 す
る こ と は 困 難 で あ っ た 。 今 回 、 照 射 頻 度 と 白 斑 発 生 の 関 係 性 に 関 し て は
明 ら か な 有 意 差 を 認 め な か っ た が 、 照 射 頻 度 と 総 照 射 回 数 に 依 存 し て ，
白 斑 は 発 生 し や す い の で は な い か と 考 え ら れ た 。 今 回 の 検 討 を 通 し て 肝
斑 に 対 し て ト ー ニ ン グ を 長 期 間 行 う こ と の 危 険 性 な ら び に よ り 難 治 性
で あ る T y p e 1白 斑 の 早 期 発 見 の た め に 紫 外 線 画 像 が 非 常 に 有 効 で あ る こ
と が 確 認 さ れ た 。  
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